
エ ッ セ イ 、 回 顧 録   

ア ラ ビ ス ト 外 交 官 の 39 年 （ 第 １ 4 回 ）  

 

塩 尻  宏  

（ 中 東 調 査 会 参 与 、 元 駐 リ ビ ア 日 本 国 特 命 全 権 大 使 大 使 ）  

 

 ≪ エ ジ プ ト ： 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 の 拡 充 ≫   

 1 9 8 1 年 3 月 末 に ヨ ル ダ ン か ら 帰 国 し て 以 来 、 6 年 3 ヶ 月 の 間 に 経

済 局 資 源 第 一 課 、 調 査 部 分 析 課 、 中 近 東 第 二 課 で 勤 務 し ま し た 。 1 9

8 7 年 7 月 に 在 エ ジ プ ト 大 使 館 に 転 勤 発 令 と な り ま し た 。３ 度 目 の エ

ジ プ ト 勤 務 で す が 、 8 月 上 旬 に 現 地 に 着 任 し 今 回 は 広 報 文 化 担 当 を

命 じ ら れ ま し た 。 今 で は 全 世 界 の 2 7 ヵ 所 の 日 本 大 使 館 や 総 領 事 館

に 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 が 設 置 （ 平 成 2 4 年 5 月 現 在 、 外 務 省 資 料 ）

さ れ て お り 、 日 本 関 連 情 報 の 発 信 や 各 種 文 化 事 業 の 実 施 拠 点 と し て

活 動 し て い ま す 。  

 1 9 5 0 年 代 後 半 に「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」の 設 置・運 営 が 予 算 化 さ れ 、

1 9 5 7 年 に 在 ニ ュ ー ヨ ー ク 総 領 事 館 に 最 初 の「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」が

設 置 さ れ た よ う で す 。1 9 6 4 年 頃 に は 在 エ ジ プ ト 大 使 館 に も 予 算 上 は

「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」が 設 置 さ れ て い た よ う で す 。私 が 赴 任 し た 1 9

8 7 年 当 時 の 在 エ ジ プ ト 大 使 館 は カ イ ロ 市 内 中 心 部 ガ ー デ ン・シ テ ィ

地 区 の 雑 居 ビ ル（ C a i r o  C e n t e r   B u i l d i n g）の 4 階（ エ ジ プ ト で は

3 階 ） に あ り 、 私 が 担 当 す る 部 署 は 広 報 班 （ I n f o r m a t i o n  S e c t i o n）

と 呼 ば れ て 、 政 務 班 や 経 済 班 と 同 様 の 位 置 づ け で し た 。 在 エ ジ プ ト

大 使 館 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 は 中 東 ・ 北 ア フ リ カ 地 域 の 広 報 文 化 活

動 拠 点 と し て 、 本 来 そ の 事 業 予 算 は 別 枠 で 認 め ら れ て い ま し た が 、

当 時 は 他 の 大 使 館 予 算 と 同 様 に 会 計 班 の 管 理 下 に あ り ま し た 。  

 私 は 、 先 ず 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 の 組 織 ・ 機 能 の 充 実 を 図 る こ と

が 必 要 と 考 え て 、 館 内 関 係 者 （ 公 使 や 総 務 班 ） の 理 解 を 求 め る と 同



時 に 本 省 担 当 課 （ 当 時 は 情 報 文 化 局 海 外 広 報 課 ） と の 非 公 式 協 議 を

始 め ま し た 。 本 省 担 当 課 は 広 報 文 化 活 動 の 積 極 化 に つ い て 協 力 的 で

し た が 、 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 予 算 を 長 年 に わ た り 一 般 経 費 の 一 部

と し て 利 用 し て い た 在 エ ジ プ ト 大 使 館 内 部 で は 、 今 後 は そ の 予 算 を

広 報 文 化 活 動 に 優 先 的 に 使 用 し た い と の 私 の 申 し 出 に 対 し て 相 当 な

困 惑 と 抵 抗 が あ っ た の を 覚 え て い ま す 。1 9 8 8 年 2 月 に 広 報 班 の 名 称

を 「 在 エ ジ プ ト 日 本 国 大 使 館 広 報 文 化 セ ン タ ー （ I n f o r m a t i o n  a n d  

C u l t u r e  C e n t e r ,  E m b a s s y  o f  J a p a n  i n  E g y p t） 」 と 改 称 し 、 同 時

に 大 使 館 内 や 大 使 公 邸 な ど に 散 在 し て い た 広 報 用 備 品 の 所 在 確 認 と

台 帳 整 理 、 セ ン タ ー 内 の 事 務 用 備 品 の 整 備 、 広 報 車 （ 現 在 は 廃 止 さ

れ た よ う で す ） の 優 先 使 用 権 の 確 認 な ど に つ い て 館 内 関 係 者 の 説 得

に 努 め ま し た 。  

 そ の 後 、 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 事 務 所 の 拡 張 計 画 を 策 定 し て 本 省

担 当 課 を 通 じ て 折 衝 し 、本 省 の 承 認 と 必 要 な 予 算 が 認 め ら れ ま し た 。

間 仕 切 り 工 事 な ど に 数 ヶ 月 か か り ま し た が 、 1 9 9 1 年 6 月 に 、大 使 館

事 務 所 と 同 じ ビ ル の 3 階 （ エ ジ プ ト で は 2 階 ） に 図 書 室 、 映 写 室 、

日 本 語 教 室 な ど を 備 え た 「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」 が 完 成 し ま し た 。 も

と も と 手 狭 で あ っ た 大 使 館 内 部 で は 、 私 が 担 当 す る 「 広 報 文 化 セ ン

タ ー 」 の み が 大 幅 に 拡 充 さ れ る こ と に つ い て 抵 抗 感 が あ っ た よ う で

し た が 、 同 じ 階 の 一 部 に 領 事 ・ 査 証 班 を 移 転 さ せ る こ と で 何 と か 関

係 者 の 了 承 を 得 ま し た 。 そ の 間 、 私 は 1 9 8 8 年 1 2 月 に 広 域 広 報 担 当

（ 東 ア ラ ブ ・ 北 ア フ リ カ ） に 指 名 さ れ 、 域 内 の 日 本 大 使 館 の 広 報 担

当 官 の 相 談 に も 応 じ る 役 目 を 仰 せ つ か り ま し た 。 四 半 世 紀 も 昔 の こ

と を 思 い 出 し な が ら 書 き ま し た が 、 現 在 、 在 エ ジ プ ト 大 使 館 「 広 報

文 化 セ ン タ ー 」 は 、 2 0 0 7 年 1 0 月 に カ イ ロ 郊 外 の マ ア ー デ ィ 地 区 に

移 転 し た 新 大 使 館 事 務 所 の 2 階 に 移 っ て い ま す が 、 益 々 活 発 に 活 動

し て い る こ と は 喜 ば し い こ と で す 。  

 

 ≪ エ ジ プ ト ： カ イ ロ ・ オ ペ ラ ハ ウ ス の 再 建 ≫  



 日 本 が 中 東 諸 国 に 対 し て 本 格 的 に 経 済 技 術 協 力 を 始 め た の は 1 9 7

3 年 の 第 四 次 中 東 戦 争 を 契 機 と し た 石 油 危 機 以 降 の こ と で す が 、 当

初 か ら エ ジ プ ト は 中 東 に お け る 日 本 の O D A（ 政 府 開 発 援 助 ） の 最 大

の 供 与 国 で し た 。外 務 省 資 料（ 政 府 開 発 援 助（ O D A）国 別 デ ー タ ブ ッ

ク  2 0 1 1） に よ れ ば 、 エ ジ プ ト に 対 す る 援 助 額 は 2 0 1 0 年 度 ま で の 累

計 で 円 借 款 5 , 7 8 1 . 1 9 億 円 、  無 償 資 金 協 力 1 , 5 0 1 . 8 0 億 円 、 技 術 協

力 6 2 2 . 1 8 億 円 と な っ て い ま す 。 そ の 一 環 と し て 、 日 本 は 1 9 8 4 年 か

ら 8 6 年 に か け て 総 額 約 6 5 億 円 の 無 償 資 金 を 供 与 し 、 カ イ ロ 中 心 部

の ナ イ ル 河 の 中 洲 （ ゲ ジ ー ラ 島 ） の 一 角 に オ ペ ラ も 上 演 で き る 本 格

的 な 劇 場 施 設 を 備 え た 「 教 育 文 化 セ ン タ ー （ E d u c a t i o n  a n d  C u l t u r

e  C e n t e r）」を 建 設 す る こ と に な り ま し た 。そ の 建 設 工 事 は 1 9 8 5 年

5 月 に 始 ま り 、私 が エ ジ プ ト に 赴 任 し た 翌 年 の 1 9 8 8 年 3 月 に 竣 工 し

ま し た 。  

 も と も と カ イ ロ に は 1 8 6 9 年 の ス エ ズ 運 河 開 通 を 記 念 し て 当 時 の

イ ス マ イ ル 国 王 の 命 に よ り 建 設 さ れ た オ ペ ラ ハ ウ ス が あ り ま し た 。

そ の 杮 落 し に は ヴ ェ ル デ ィ の オ ペ ラ R i g o l e t t o（ リ ゴ レ ッ ト ） が 上

演 さ れ 、1 年 後 の 1 9 7 1 年 1 2 月 2 4 日 に は 同 じ ヴ ェ ル デ ィ の 作 曲 に よ

る オ ペ ラ A i d a（ ア イ ー ダ ）が 初 演 さ れ た こ と で 有 名 で す 。エ ジ プ ト

人 が 世 界 に 誇 っ て い た そ の オ ペ ラ ハ ウ ス が 1 9 7 1 年 1 0 月 2 8 日 に 火

災 に よ り 消 失 し ま し た 。 そ の よ う な 経 緯 も あ っ て 、 こ の 「 教 育 文 化

セ ン タ ー 」の 建 設 は エ ジ プ ト 側 の 要 望 に 基 づ い て 行 わ れ た も の で す 。

日 本 と し て は 、 O D A（ 政 府 開 発 援 助 ）の 本 来 の 趣 旨 に 鑑 み て 、よ り 広

く 一 般 市 民 が 裨 益 す る 教 育 文 化 施 設 を 供 与 す る こ と と し ま し た が 、

エ ジ プ ト 側 の 強 い 要 望 に よ り メ イ ン ホ ー ル に は 本 格 的 な オ ペ ラ 公 演

も で き る 設 備 を 設 け ま し た 。 1 0 0 年 以 上 の 歴 史 を 誇 る 世 界 的 な 文 化

施 設 で あ っ た 旧 カ イ ロ ・ オ ペ ラ ハ ウ ス が 焼 失 し て 以 来 、 オ ペ ラ ハ ウ

ス の 再 建 は エ ジ プ ト 人 の 悲 願 で も あ っ た よ う で 、 建 設 作 業 当 時 か ら

エ ジ プ ト 人 の 間 で の 通 称 は 「 新 オ ペ ラ ハ ウ ス 」 で し た 。 現 在 の 正 式

名 称 は 「 国 立 文 化 セ ン タ ー  カ イ ロ ・ オ ペ ラ ハ ウ ス （ N a t i o n a l  C u l

t u r a l  C e n t e r  C a i r o  O p e r a  H o u s e） 」 と な っ て い ま す 。  



 O D A が 、 上 下 水 道 や 道 路 、 教 育 施 設 の 整 備 な ど 基 礎 生 活 分 野 へ の

支 援 に 重 点 が 置 か れ て い た 時 期 に 、 オ ペ ラ ハ ウ ス の 建 設 が 適 切 か ど

う か に つ い て カ イ ロ 駐 在 の 日 本 の 報 道 関 係 者 の 間 で 議 論 が あ り ま し

た 。 ま た 、 在 エ ジ プ ト ・ イ タ リ ア 文 化 セ ン タ ー （ I t a l i a n  I n s t i t u t

e）の 館 長 な ど か ら は 、オ ペ ラ の 伝 統 を 持 た な い 日 本 が カ イ ロ に オ ペ

ラ ハ ウ ス を 建 設 す る こ と を 疑 問 視 す る 意 見 が 聞 こ え て き ま し た 。 当

時 、 O D A の 担 当 で は あ り ま せ ん で し た が 、 日 本 の 途 上 国 支 援 の 姿 勢

が 問 わ れ て い る と 感 じ た 私 は 、 日 本 の マ ス コ ミ 関 係 者 や 外 交 団 と の

接 触 の 機 会 に 、 「 日 本 は 引 続 き 基 礎 生 活 分 野 へ の 支 援 は 積 極 的 に 行

っ て お り 、 そ の 上 で エ ジ プ ト 人 の 精 神 生 活 を 豊 か に す る た め に 文 化

分 野 へ の 協 力 を 行 う こ と が 不 適 切 と は 思 わ な い 。 発 展 途 上 国 に は 文

化 活 動 が 不 要 で あ る か の 如 き 意 見 や 、 イ タ リ ア の よ う に オ ペ ラ の 伝

統 を 自 負 す る 国 が オ ペ ラ 施 設 の 再 建 を 希 望 す る エ ジ プ ト に 対 し て 支

援 を 行 わ ず に 、 オ ペ ラ の 伝 統 が な い こ と を 理 由 に 日 本 の 協 力 を 疑 問

視 す る こ と は 理 解 に 苦 し む 。 発 展 途 上 国 に 対 す る 支 援 は 、 そ れ ぞ れ

の 先 進 国 が 可 能 な 方 法 で 行 う の が 望 ま し い と 考 え る 」 と の 趣 旨 で 反

論 し た こ と を 思 い 出 し ま し た 。  

 

≪ エ ジ プ ト ： 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 へ の 楽 器 供 与 ≫  

 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 は 、 予 定 ど お り 1 9 8 8 年 3 月 に 竣 工 し て エ

ジ プ ト 側 に 引 き 渡 さ れ ま し た 。 日 本 企 業 （ 日 建 設 計 、 鹿 島 建 設 ） の

高 い 技 術 と 勤 勉 な 努 力 に よ り 建 設 さ れ た 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 の 建

物 は 申 し 分 な い レ ベ ル の も の で し た 。 無 償 資 金 協 力 事 業 と し て は 完



結 し 、 そ の 施 設 の 活 用 は エ ジ プ ト 側 の 責 任 と な り ま す 。 初 代 の 館 長

（ D i r e c t o r） に は マ グ

ダ ・ サ ー レ ハ 女 史 （ D r .

 M a g d a  S a l e h） が 任 命

さ れ 、私 は 彼 女 と「 教 育

文 化 セ ン タ ー 」 の 運 営

体 制 の 確 立 と 杮 落 し 行

事 の 構 想 な ど に つ い て

頻 繁 に 協 議 し ま し た 。

サ ー レ ハ 女 史 は 、 1 9 6 0

年 代 に ボ リ シ ョ イ ・ バ

レ エ 団 で 研 修 し 、 か つ

て は プ リ マ ド ン ナ を 務 め て い ま し た 。 そ の 後 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 大 学 で

博 士 号 を 取 得 し た 才 媛 で 、 名 実 と も に エ ジ プ ト ・ バ レ エ 界 の 大 御 所

と し て 知 ら れ て い ま し た 。  

 就 任 早 々 の サ ー レ ハ 館 長 か ら 、 館 内 に ピ ア ノ が 1 台 も 用 意 さ れ て

い な い の で 取 り 急 ぎ 最 低 限 必 要 な 台 数 の ピ ア ノ を 日 本 か ら 提 供 し て

貰 え な い か 検 討 し て 欲 し い と の 要 請 が あ り ま し た 。 エ ジ プ ト 側 と 合

意 し た 日 本 の 無 償 資 金 協 力 は 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 の 建 物 建 設 の み

で 、 そ の 利 用 に 必 要 な 音 楽 器 材 な ど は エ ジ プ ト 側 が 調 達 手 配 す べ き

も の で し た 。 し か し 、 オ ペ ラ や バ レ エ の み な ら ず オ ー ケ ス ト ラ な ど

の コ ン サ ー ト 公 演 も 想 定 し て い る 施 設 に ピ ア ノ が 不 可 欠 で あ る こ と

は 理 解 で き ま し た 。 ま た 、 日 本 の O D A で 供 与 し た 施 設 が 円 滑 か つ 効

果 的 に 活 用 さ れ る よ う 適 切 な 支 援 を 行 う の が 日 本 の 援 助 方 針 で す 。

私 は 、サ ー レ ハ 館 長 の 要 望 を 早 速 に 本 省 に 伝 え て 折 衝 を 始 め ま し た 。 

 当 時 は ド イ ツ に 生 産 拠 点 を 置 く ス タ イ ン ウ ェ イ 社 （ S t e i n w a y  &  S

o n s、 1 8 5 3 年 創 業 ） の ピ ア ノ が 世 界 で 最 高 級 の も の と さ れ て い ま し

た が 、 こ の 機 会 に 、 中 東 ・ ア フ リ カ で 最 高 の 文 化 施 設 で あ る エ ジ プ

ト の 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 に 日 本 の ヤ マ ハ ・ ピ ア ノ を 導 入 す る の も

良 案 と 考 え ま し た 。本 省 と 折 衝 を 重 ね た 結 果 、宇 野 宗 佑 外 相（ 当 時 、
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後 に 総 理 大 臣 ） の エ ジ プ ト 訪 問 （ 1 9 8 8 . 6 . 2 4～ 2 5） の 機 会 を 捉 え て 、

文 化 無 償 援 助（ 4 , 7 0 0 万 円 、1 9 8 8 . 6 . 2 5 署 名 ）に よ り ヤ マ ハ の グ ラ ン

ド・ピ ア ノ 1 台 と ア ッ プ ラ イ ト・ピ ア ノ 4 台 を「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」

に 供 与 す る こ と と な り ま し た 。 さ ら に 無 理 を お 願 い し て 、 開 所 式 に

間 に 合 う よ う 航 空 貨 物 便 で 送 付 し て も ら っ た こ と を 覚 え て い ま す 。

な お 、 こ の 時 の 宇 野 外 相 の イ ス ラ エ ル ・ パ レ ス チ ナ 訪 問 に 、 私 は カ

イ ロ か ら 同 行 し て ア ラ フ ァ ト P L O 議 長 ら の パ レ ス チ ナ 要 人 と の 会 談

の 通 訳 を 務 め ま し た 。  

 

≪ エ ジ プ ト ： 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 の 杮 落 し （ 開 所 式 ） ≫  

 1 9 8 7 年 8 月 に 在 エ ジ プ ト 大 使

館 に 着 任 し た 私 の 最 重 要 の 仕 事

の 一 つ は 、「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」

の 杮 落 し 企 画 案 の 作 成 と 実 施 に

向 け て の 準 備 作 業 で し た 。 エ ジ

プ ト 側 の 考 え を 打 診 し た と こ

ろ 、当 時 の ホ ス ニ ー 文 化 相（ D r .

 F a r o u k  H o s n i）と し て は 、せ っ

か く 日 本 の 協 力 で 建 設 さ れ た 文

化 施 設 で あ る の で 、 そ の 杮 落 し

は 是 非 と も 歌 舞 伎 公 演 を 中 心 に

行 う の が 望 ま し い と の 強 い 意 向

で し た 。 私 は 打 合 せ の た め 同 相

と 幾 度 か お 会 い し ま し た が 、 1 9

3 8 年 生 れ の 彼 は 、 当 時 5 0 歳 に

な る か な ら な い か の 年 齢 で 、ム バ ラ ク 大 統 領 の 求 め に よ り 1 9 8 7 年 1

0 月 に 在 イ タ リ ア ・ エ ジ プ ト 大 使 館 文 化 ア タ ッ シ ェ か ら 大 臣 ポ ス ト

に 就 任 し た ば か り の 新 進 気 鋭 の 閣 僚 で し た 。 実 現 す れ ば 中 東 ・ ア フ
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リ カ で 初 め て と な る 歌 舞 伎 公 演 で す が 、 素 人 の 私 が 想 像 し て も 相 当

大 が か り な 準 備 が 必 要 と 思 わ れ 、そ の 実 現 の 可 能 性 は 未 知 数 で し た 。

 当 時 、 国 際 交 流 基 金 の ベ テ ラ ン 職 員 で あ っ た 遠 藤  直 氏 が 外 務 省 に

出 向 し て「 広 報 文 化 セ ン タ ー 」の 書 記 官 と し て 配 属 さ れ て い ま し た 。

彼 の 意 見 は 、 時 間 的 に も 経 費 的 に も 極 め て 難 し く は あ る が 、 史 上 初

の エ ジ プ ト で の 歌 舞 伎 公 演 の 実 現 に 挑 戦 し て み る 価 値 が あ る の で は

な い か と い う も の で し た 。 そ れ に 同 感 し た 私 は 、 関 係 者 の 説 得 を 始

め ま し た 。 当 時 の 橋 本  恕  駐 エ ジ プ ト 大 使 に 歌 舞 伎 公 演 を 目 玉 に し

た 杮 落 し 行 事 の 構 想 を 説 明 し て 了 承 を 獲 り 付 け ま し た 。 中 国 課 長 と

し て 日 中 国 交 正 常 化 （ 1 9 7 2 . 9） の 実 務 責 任 者 を 務 め 、 情 報 文 化 局 長

も 経 験 し た 外 務 省 の 大 物 幹 部 の 1 人 で あ っ た 橋 本 大 使 は 、 私 た ち の

構 想 を 了 承 す る と 直 ち に 本 省 幹 部 へ の 働 き か け に 動 き ま し た 。  

 同 時 に 私 た ち は 、 数 日 間 に わ た る 杮 落 し 行 事 の 具 体 案 を 作 成 し て

本 省 担 当 課 や 国 際 交 流 基 金 な ど と 折 衝 し 始 め ま し た 。 し か し 、 怖 い

も の 知 ら ず の 素 人 で し た の で 、 初 日 の 歌 舞 伎 公 演 と 打 上 げ 花 火 を 目

玉 に 、 1 週 間 に わ た り 日 本 人 音 楽 家 の ト リ オ ・ リ サ イ タ ル 、 国 際 的

オ ペ ラ 歌 手 岡 村 喬 生 氏 の 声 楽 リ サ イ タ ル 、 日 本 と エ ジ プ ト の 音 楽 家

の ガ ラ・コ ン サ ー ト 、日 本 人 写 真 家 の 写 真 展 な ど を 計 画 し ま し た が 、

歌 舞 伎 の 公 演 や 著 名 な 音 楽 家 の 日 程 な ど は 通 常 1 年 以 上 前 か ら 決 ま

っ て い る と 聞 い て 、 先 行 き の 不 安 に 駆 ら れ た の を 覚 え て い ま す 。 限

ら れ た 日 数 で し た が 、 最 善 を 尽 く す し か あ り ま せ ん で し た 。 ま さ に

恐 れ を 知 ら な い 素 人 の 野 心 的 な 計 画 で し た の で 、 実 現 ま で に は 綱 渡

り 的 な 危 う さ の 連 続 で し た が 、 幸 い に し て 、 関 係 者 の 好 意 的 な 配 慮

や 格 別 の 協 力 に よ っ て 、1 9 8 8 年 1 0 月 1 0 日 に ム バ ラ ク 大 統 領 夫 妻 の

出 席 を 得 て 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 の 開 所 式 （ 杮 落 し ） が 盛 大 に 行 わ

れ ま し た 。  

 

≪ エ ジ プ ト ： 歌 舞 伎 公 演 と 打 ち 上 げ 花 火 の 顛 末 ≫  



 関 係 者 の 多 大 な 尽 力 に よ り 実 現 し た 歌 舞 伎 公 演 に つ い て は 、当 時

の 在 エ ジ プ ト 大 使 館 資 料 に よ れ

ば 、 五 代 目 中 村 富 十 郎 丈 を 筆 頭

に 俳 優 1 5 名 と 地 方 （ じ か た ） 、

裏 方 、 事 務 方 を 併 せ て 総 勢 約 5 0

名 、 衣 装 や 機 材 は 1 2 0 立 方 メ ー

ト ル（ 7 ト ン ）と い う 規 模 で し た 。

こ れ ら 関 係 者 と 大 型 コ ン テ ナ ー

で 送 ら れ て き た 荷 物 の 受 け 入 れ

や 道 具 の 据 付 け 作 業 の 支 援 な ど

に 大 わ ら わ で し た が 、 結 果 的 に

は 国 際 交 流 基 金 出 向 の 遠 藤 書 記

官 の 大 活 躍 で 何 と か し の げ ま し

た 。 公 演 は 杮 落 し 初 日 の 午 後 に

超 満 員 の 観 客 を 前 に 行 わ れ 、 演

目 は 歌 舞 伎「 俊 寛 」、舞 踊「 藤 娘 」、

狂 言 「 棒 し ば り 」 で し た 。 上 述 の と お り 、 中 東 ・ ア フ リ カ で は 史 上

初 め て の 歌 舞 伎 公 演 で 、 エ ジ プ ト 全 土 に テ レ ビ 中 継 さ れ ま し た 。 そ

の 時 に ご 縁 の あ っ た 富 十 郎 丈 は 、 そ の 後 、 人 間 国 宝 に 選 ば れ て 歌 舞

伎 界 の 重 鎮 と し て 活 躍 さ れ ま し た が 、 2 0 1 1 年 1 月 に 他 界 さ れ ま し

た 。  

 歌 舞 伎 公 演 は エ ジ プ ト 国 民 に 強 烈 な 印 象 を 与 え た よ う で 、公 演 後 、

数 ヶ 月 間 は エ ジ プ ト 人 の 間 で 頻 繁 に 「 k a b u k i」 と 言 う 単 語 が 使 わ れ

ま し た 。 し か し 、 全 く 予 備 知 識 を 持 た な い 彼 ら と し て は 、 一 度 観 た

だ け で 歌 舞 伎 の 芸 術 性 を 理 解 で き な い の は 自 然 な こ と で し た 。 特 に

「 俊 寛 」 が 彼 ら に は お ど ろ お ど ろ し い 印 象 を 与 え た よ う で 、 後 日 、

エ ジ プ ト 人 の 友 人 か ら 冗 談 め い て 、 彼 ら の 間 で は 、 悪 戯 っ 子 を い さ

め る と き に「 k a b u k i が 来 る ぞ 」と 言 え ば お と な し く な る と 言 わ れ て

い る と 聞 か さ れ ま し た 。   
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打 上 げ 花 火 に つ い て は 、 2 年 前 （ 1 9 8 6 年 ） に も エ ジ プ ト に お け る

日 本 週 間 行 事 の 一 環 と し て カ イ ロ で 披 露 し 、 カ イ ロ 中 心 部 の ナ イ ル

河 に か か る 幹 線 道 路 （ O c t o b e r  B r i d g e） 上 に 見 物 客 が 溢 れ て 交 通 マ

ヒ を 起 こ す ほ ど 大 好 評 を 得 た と 聞 い て い ま し た 。 今 回 も そ れ に 劣 ら

ぬ ほ ど の 規 模 で カ イ ロ 市 民 を 魅 了 し た い と 思 い 、 各 方 面 の 協 力 や 支

援 を 求 め て 奔 走 し ま し た 。 前 回 の 経 験 を 踏 ま え た 遠 藤 書 記 官 の 尽 力

に よ り 、 丸 玉 屋 秘 伝 の 尺 玉 5 発 を 含 む 8 0 0 発 が 用 意 さ れ る こ と と な

り ま し た 。 花 火 は 爆 発 物 で す の で 輸 送 に 航 空 便 は 使 用 で き ま せ ん 。

何 と か 船 便 で 日 本 か ら カ イ ロ ま で の 輸 送 手 配 が 出 来 ま し た が 、 エ ジ

プ ト で の 引 取 り に は 通 常 の 輸 入 手 続 き の 他 に 軍 や 警 察 な ど の 許 可 手

続 き が 必 要 で し た 。 ま た 、 打 ち 上 げ 準 備 と 点 火 に は 日 本 の 花 火 師 の

職 人 芸 が 必 要 で す の で 、 国 際 交 流 基 金 に 依 頼 し て 専 門 家 派 遣 プ ロ グ

ラ ム に よ り 対 応 し ま し た 。  

 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 杮 落 し 当 日 の 1 9 8 8 年 1 0 月 1 0 日 午 後 9 時

過 ぎ か ら 約 3 0 分 間 に わ た り 、 カ イ ロ の 夜 空 に 日 本 の 職 人 伝 統 芸 の

結 晶 が 鮮 や か に 花 開 き ま し た 。 前 回 と 同 様 に カ イ ロ 市 民 の 熱 狂 的 な

賞 賛 を 得 ま し た 。 市 内 中 心 部 の ナ イ ル 河 沿 い の 道 路 や 建 物 に は 見 物

人 が あ ふ れ 、 随 所 に 交 通 マ ヒ が 起 き た ほ ど で し た 。 私 た ち 関 係 者 に

と っ て も 感 激 と 感 動 の 瞬 間 で し た 。 エ ジ プ ト ・ テ レ ビ で は 、 当 日 の

花 火 の 写 真 を そ の 後 長 期 間 に わ た り 番 組 の 合 間 の 背 景 映 像 と し て 放

映 し て い ま し た 。  

 「 教 育 文 化 セ ン タ ー 」 の 開 所 式 作 業 期 間 は ま さ に 嵐 の よ う な 日 々

で し た が 、 同 僚 や 多 く の 関 係 者 の 支 援 と 協 力 で 何 と か 乗 り 切 り ま し

た 。 今 の 私 に と っ て は 最 も 印 象 深 く 感 動 的 な 思 い 出 の 一 つ で す 。  

（ 続 く ）  
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